
第 1章  学校の体肯活動中の事故防止に関する基本的な考え方

2 事 故 防止 のため の基 本 的な留 意事項

(1)児 童生徒の活発な体育活動を支えるための安全配慮

学校における体育 健康に関する指導は、体育科 保健体育科をはじめとした教科は
もとより、特局J活動や総合的な学習の時間、運動部活動など、学校の教育活動全体を通

じて適切に行われるべきものである。特に、学校体育では生涯体育 スポーツと体力の

向上を目指し、児童生徒の発達段階を考慮した適切な運動を通じて、自ら進んで運動に

親しむ員質や態度を身に付け、生涯にわたり明るく豊かな生活を営むための基礎を培う

ことが大切である。

しかし、その一方、体育活動は、けがや故障が発生する危険性を常に伴っており、人

為的要因や施設 設備の
'犬

況、自然現象など様々な要因によって大きな事故につながる

可能性を有している。事故を末然に防ぎ、児童生徒の積極的な体育活動を支えるために

は、指導 監督に当たる教職員一人一人が学校の置かれている環境や条件等を踏まえ、
安全に対する配慮、すなわち危険を予見し、回避していく義務を言実に履行していく必

要がある。

【安全配慮義務】

安全配慮義務とは、学校事故による国家賠償請求訴訟や不法行為に基づく損害賠償請求訴訟に

おいて加害行為者の過失の有無、すなわら、被害生徒に対してその安全を配慮しなければならな

い義務に違反するところがあったのかを判断する基準として用いられるものです.

学校の管理下おいては、指増を担当する教員に生徒の安全を確保すべき指導 監晉上の注意義
務 (安全配慮義務)が存在し、その範囲ま学校の教育活動及びそれに準する活動であって、学|‐
の教育活動と密技不離の関係にある生活関係活動までと解釈されています。

注意義務の具体61J内 容は、児童生徒の発達段階や事故の起きた状況によっても異なり、画―的

に定めることは困難であり、事故発生時に指導していた教員に、その時どういう注意義務があっ

たのか、個々具体的に確定することになります。注意義務の程度は、教育活動の危 19‐性に応じて

高くなり、体育活動の中でも水泳、柔道、器械運動などが危険性の高いものと者えられています .

(2)学 校の体育活動全般における安全教育、安全管理のポイント
ー般に学校安全は、安全教育と安全管理からなるものであり、体育活動中の事故 l●止

においても、両者の機能を発揮しつつ一体的に進めることが重要である。このことを踏

まえ、体育授業や特冒J活動など活動場面の違いや競技種目の特性により安全対策を講じ

るあ要がある。

ア 「安全教育」

(ア )安全学習

◎ 児童生徒の危険予見 回避能力の育成

児童生徒に安全に関する基礎的 基本的な事項を理解させ、適切な意志決定がで

きるようにする指導を教育活動全体を通じて計画的、系統的に行う。

当該種日のルールや約束事、危険性について理解を深める指導を行う。
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

(イ )安全指奪

◎ 児童生徒の安全の保持す曽進に関する実践的な態度や能力の育成

児童生徒が運動の特性や危険性を理解 し、通切な準備運動や補強運動を自ら行え

るようにする指導の充実に努める。

粗野な行動や悪ふざけ、危険な行為について具体 B・|に例示 し、事故防止に向けた

指導を行う。

活動内容に応じ、危険を回避するための具体 0・|な訓練を実施する。 (ボ ート部の水

泳訓練、カヌーの転覆訓練等)

児童生徒が自分自身の健康状態について留意 し、 1出身の状況に応 じた活動を行う

よう指導する.

イ 「安全管理J

(ア )対人管理

● 適切な指導計画の整備

児童生徒の体力 運動能力、運動技能を把握し、児童生徒の体力や技能に応じた

適切な指導計画を作成する。

② 児童生徒の健康管理

定期健康診断の結果を正確に把握し、具体的な対応について共通理解を図る。

保護者や児童生徒に対する健康相談等により、児童生徒の身体状況・
■Ol13康状態の

把握に努める。

0救 急体制、連絡体制、救助体制の整備

事故に備えて校内の救急体制を整備する.

保護者や医療機関との連絡体制を整備する。

心肺蘇生法等の応急手当の講習を実施し、教職員の対応能力の向上を図る。

(イ )対物管理

0施 設 設備、用具等の安全点検の実施

活動場所や施設 設備、用具、遊具等の定期的な安全点検を行う。

破損、不備なもの・ONあ つた場合は、直ちに修理や改善を行う。

② 活動環境の維持向上

温度、湿度、採光、照明、換気など活動場所の良好な環境が維持されるよう配慮

する。

用具の適切な管理や清掃など、活動場所の美化に努める。

(3)各 活動場面における留意事項～事故防止のためのチェックポイント～

ア 「体育授業J

適切な指増計画を作成し、計画的に授業を実施しているか。

学習指導要領の趣旨や内容を逸脱していないか。

安全にかかわる通知等に十分留意しているか。
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

【安全点検システムの確立 :体育授業における安全点検表の例】
安 全 点 検 表 (体育授

年間 |●
=.I直
の内容は適切か 計画こつ

=施
して||るか

安全l.■ は続―しF_内 容て適切に行われているか

敦急愉 lは讐偏されているか 事師訓緯を表 |● しF_か

運動に適 した服装 装備を誓月させているか
iT目 に適した■情厚コを行っているか

全体状況を常に

'EEし
着
=し
てしヽるか 嵯 モ音の適切な位置取り,

グラウン ト 武道場事の

“

il 設場は整喘され安全か

月具 需具に破損 まないか
月具 器具が正 しく設置これ軍

=か
 遁■につi置 されているか

l.=¨容は垣切か ■■ ■力を言●しているか
段階山指ヨがなされているか

助 が 正 しく
=わ
れ て い る か

グラウントは讐褐され 安全が強保されているか
月具 器具 こ政損はないか 適 l10〔配置されているか

定路や投て ..場所等のラインはいりに]かれているか

信号輩 孤言営の管理 使RttIま 適切か
モ (長 :lr,菫 Jに ぉける互i己には十/1か  (通切な距証 気象桑
■ 校,ヽで行う壕合の交

=安
全 生■の健康状態等)

跳躍種目におする安全百F[は十分か (嵩地用マットの言:置  砂場の
砂量や深く拒り起こし整備されているか等)

投てき種目における安全配暉は十分か `安全な隊形 日向き 没て
きの方向 没てきのタイミング 編習する嗽のルール
ブールの水, 水負 水温ま適切か 明示されているか
ll・水溝 循照吸水□の0た は固定されているか

ll助 用員が適 |「に己置されているか 破損はないか

晨階的指導の言:慮 は十分か

菫擁体■は適trか  人員確認が適切になされているか

グラウンド F育館等実市場所は整¨され安全か
価:l 設備の

"損
はないか 適切に設置されているか

移動 J―ルは紀れなサ)よ うE定 されてい .‐か

R具  器具 (ラケット パット グロープ等)に 破損は[い か
ホールに破●はないか 空気圧ま適trjか
ポールを発生させないr・ど月員管理の娼

=が
薇喧されているか

霊表専用の防具 (ヘ ットキャップ等)を首用させているか

ネットi器具の設置に関する安全1旨吾は商切に行われて,,るか

き曝 [イ5為や危険なフレーをしない指
=が
llばされているか

武適場に危嗅Ⅲが冒かれてい,い か 畳 (床板)の 破損 まないか
畳が隙間なく道切に敷かれているか

剣道防員等が正 しく首月されているか

禁止事項等危険な行為をしない指ヨが llき されているか

口階的な指増や体三 ■嗜に配慮した指導●●|●されているか

児童生徒の発達段階や技能の習熟の程度に応じた段階的な指導を行つているか。

学習内容や活動内容を児童生徒に周知しているか。

各運動種目における具体的な危険性を踏まえ、安全指導を十分に行つているか。

適切な授業規律が維持され、危険なプレーや粗暴な行為を行わない雰囲気が醸成され

ているか。

児童生徒の活動の状況を把握できる監視体制を整備しているか。

障害のある児童生徒にllB虐 した指導を行つているか。

イ 「特冒J活動J(「健康安全 体育的行事J)
■共通

学校の年間計画に位置付け、教科等との関連を考慮し、指導計画が作成されているか。
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に F‐lす る基本的な考え方

適切な実施要項や運営要領 (細則)を作成し、全教剛員に周知しているか。

医療機関との連携や事故発生時の校内の救急体制が支障なく機能するよう事前訓練を

適切に実施しているか。

当日の気象条件に配慮しているか。また、天候や実施場所の状態を考慮し、実施の可

否を適切に判断できる運営体市Jが整備されているか。

事前の現地調査を十分に行つているか ,

健康上の配慮する必要のある児童生徒の
‐
J処について全教剛員に周知しているか。

事前の健康診断や健康相談により、児童生徒の健康状態を十分に把握しているか。

実施内容について保護者に周知し、児童生徒の参加について意思確認をしているか。

■マラソン大会、強歩遠足等

時期や日程、距離、コースは安全上適切に設定されているか。

奎察等との連携を図り、交通安全に十分配慮しているか。

水分補給の措置はされているか。また、水分補給を適切に行うよう指導しているか。

事前練習は適切に実施されているか。

■運動会、体育大会等

時期や日程、実施種目は安全上適切に設定されているか。

危険なフレーを未然に防止するためのルールの徹底や準備運動の実施など、児童生徒

への指導は十分に行われているか。

危険なプレーを未然に防止する観点から、塞半J員や競技役員の配置、補助員に対する

指導は適切に行われているか。

【体育大会において安全面を重視した実施要項を作成し事故防止を図った実践例】

平成○〇年度校内体育大会実施要項 (教 F31員用 )

△△高等学校生徒指暮部

1目  標  体育授業との関連を重視し日ごろの取組の成果を発揮し、心身の健康の保持増進
と体力の向上を図るとともに、日Rの団結力を高め学校生活の充実に資する.

2テ ーマ  「全力少年&少女J
3重 点  0公 正な態度で安全に留意して競技する。●HRで協力して練習や競表、応長に

取り組む.0最大限の力を発揮し競技を楽しむ.
4期  日 0月 0日 (0曜曰)～ 0月 O曰 (0曜 日)
5会 場  校内 (体育館、武道場 グラウンド)
6事 1指 導 (1,保健体育科と連携した体育委員に対する準備運動指導の実施 (0月 O日 )

12)事 前健康調査、健康相談 (0月 0日～ 0月 O曰 )

13,生 徒に対する健康 安全指導 (0月 O日 LHR、 各HB担 任、指導内容月J組 )
(4)保護者あて文書送付 (0月 0日  生徒経由、通知文書別紙 )
15,医療機関、周辺住民等に対する協力依頼 (0月 0日 、生徒鮨導部 )

16,生徒補助員に対する指導、教職員審判講習会 (0月 0日 、各種曰担当)

7事 前準讐  11)実 施会場 用具の安全点検 (生徒指導部0月 0日 ～0月 0日 )
12,救 急体制の整備 (組織図別紙、関係概間への連絡、事前剖1練0月 0日 )

61会場設営及び安全点検 (前 日、各競技担当、最終点検生徒指増古8)
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第 1章  学校の体育活動中の事故防上に関する基本的な考え方

ウ 「運動部活動J

活動目標を明確にした上で適切な指導計画を作成し、計画的に実施されているか。

児童生徒の健康状態に配慮した練習日数や練習時間が設定されているか。

適切な休憩や水分補給など、日ごろから児童生徒の健康管理に十分配慮しているか。

活動万針や活動内容、年間計画について保護者に周知するとともに、日常の活動や生

徒の健康状態等の情報交換など、連携が十分に図られているか。

指導教員が明確に位置付けられ、安全指導の徹底について教酬員の共通理解が図られ

ているか。

運動種目の特性を踏まえ、種目特有の危険性に配慮した適切な練習内容が設定されて

いるか。

大会参加に当たっては、

T適切な実施計画を作成し、関係職員や保護者に周知するとともに、参加に文Jする保

護者の承諾を適切な方法で得ているか。

2大会中の児童生徒の健康管理に配慮しているか。

3移動手段は適切なものであり、安全は確保されているか。

●緊急時の連経体制 (医療機関、学校、保護者)が整備され、確実に機能するかを事

前に確認しているか。

【運動部活動の意義】

運動部活動はスボーツに興味と関心をもつ生徒によって自主的に行われるものであり、より

高い水準の技能や記録にll戦する中で、スポーツの楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を

経験することができる活動です。指導に当たっては、運動き,活動の意義を踏まえ、生徒の健康

安全に十分に配慮することが大切です。

学習指導要領に j・けるぎ活ヨ t●位置付 7              1

「生徒の自主lt □尭的
=参
力]によりiわれる告「遇勁については スポーツや文イヒ及び,学 等に規 |

しませ 学習意 .・の 向上や章任感 道市感の涵責等に資するtのであり 学●ヨ育の一
=と
して 教 |

育課程との門連が図られるようち言すること.そのり t● や学校の実きに応じ 地●の人々の協力、 |
社会教育屯設や社会教育閂係団=等の各 l・ 団体との連■Eと のE営上の工夫を行うようにすること J:

(中学校及び高等学な学習指導要■ ■ 1章総員Jよ り,

【運動部活動の課題】

近年 少子化による生徒数の減少 運動以外の活動への興味 閂 いの高まりなどによる運動
き[活動への参加生徒数の減少、指導者の高齢化や実技指増力不足のために、競●種目によって

は、チームが編成てきない、あるいは 十分な信導 IJlて きないなどの課題が生しています。ま
た 勝利至上主義の行き過きた指導による生徒tr出身の健康に関する弊冨も指摘されています。

このようなことから、夕本部信導者の活月や複数校合同さ3活動を促進するとともに、生徒一人

一人の個性や主体性を重視した指導に努め 運動色[活動の一層の充実に努める必要があります。

【夕ヽ部指導者の活用や複数校合同部活動における指導上の留意点】

顧問敦諭と夕ヽ部指導者、顧問敦詢同士が定期的に打合せをうい、指増方針や指博内容、安全

を確保するための留意点等について共通理解を図る。

外部指讐者に対し、吉:活動の意義や学校の指導方針について+‐uに説明し 生徒の発達段階
にあわせた適切なら導が行われるよう四:慮する.

万―の事故発生に備え、緊急暗の文J応 についてマニュアルを肇侑し、■■通理解を図る.

複数校合同部活動において、安全な移動方法を確保するとともに、生徒に十分に指導する.

-10-


